
躑躅ヶ崎館跡（甲府市） 築城年代：永正16年（1519年）、築城者：武田信虎

　つつじがさき
　　ここは武田神社（躑躅ヶ崎館跡）への参道



　ここが武田神社の神橋



神橋から左手を見たところ/躑躅ヶ崎館跡の水濠（外濠）となっている/右手は埋め戻されて駐車場と化している





　　　　説明坂が立っている/左手の標柱には「史蹟　武田氏館跡」と記されている









　　　　こちらにも説明坂が立っている





　　濠が取り囲んでいる



　　　周囲には家臣団の屋敷が立ち並ぶ



　　　　両サイドには土塁がある/左手に説明坂が立っている





　　正面に拝殿が見える



　右手を見たところ/こちらは「東曲輪」のエリア



　左手を見たところ/こちらは「中曲輪」のエリア



　　振り返って今来た参道方向を見たところ



　　　こちらが参道



　　　　これが拝殿



　　これは拝殿の右側面



　　　　これが中門（左手）と本殿（右手）



　　　甲陽武能殿（右手）と榎天神社（左手）



　　これは「武田水琴窟」







これは「姫の井戸のお水」





　　　　　　これは「信玄公御使用井戸」







　　　これは宝物殿





　　鉄筋コンクリート造



　　説明坂が立っている





「東曲輪」と「中曲輪」のエリアが主郭部で「西曲輪」とは濠で区画されている/それらの周りを外濠が取り巻い
ている/「西曲輪」の南北には巨大な馬出のような「梅扇曲輪」、「味噌曲輪」があり、各々濠に囲まれている/
「天主」は「中曲輪」の北西隅にある/「東曲輪」の東側と北側、「西曲輪」の南側と北側にそれぞれ虎口がある



東側の虎口が「大手虎口（大手門跡）」、西側の虎口は「西曲輪」との土橋



　　　　　　それでは「東曲輪」の東側にある「大手門跡」を見てみよう/左右は土塁



　　　　土塁と石垣



　　反対側から見たところ



　　　　　ここが東側にある「大手門跡」





　「大手門跡」を入ったすぐのエリアが「東曲輪」



　　　右手を見たところ



　　　左手を見たところ



　　　　　　土塁は南方向に続いている



　　　　　これは神橋から境内に入ったところで右手（東曲輪）を見たところ/土塁が東方向に延びている



　　　その先は北方向に折れて続いている



　　　　　　この先は先程の「大手門跡」



さて、「東曲輪」の西側のこのエリアが「中曲輪」



　　　　　右手を見たところ/当時はこの辺りに主殿があった



　　　左手を見たところ



　　　　「中曲輪」の南側にも土塁がある



　　　土塁を東側から西方向に見たところ



　　これは土塁に登って同じく東側から西方向を見たところ/前方で右手に折れている



　　　　　振り返って東方向を見たところ



　
　　さて、ここから先（西側）のエリアが「西曲輪」



左手を見たところ/先程の右手に折れた土塁がここに延びて来ている



　　　　　　この先で東側へ折れている



　　右手を見たところ



　　　　この土塁は北方向に延びている/右手に社務所がある



　　　　　　土塁の足元には石垣が残る



　　　　　更に北方向を見たところ/この先に「天守台跡」があるはずだが立入禁止



　　振り返って東方向に「中曲輪」を見たところ



　　　それでは「大手」→「西曲輪」→「味噌曲輪」→「御隠居曲輪」→「無名曲輪」→「稲荷曲輪」→「梅扇曲輪」の順で見て行こう





　　　　　ここは「大手門跡」入口の土橋



　　　　土橋から右手の濠を見たところ



　　　　右手から土橋を見たところ/土橋の石垣が見て取れる



　　　　　　土橋から左手の濠を見たところ/水を湛えている



　　　　　さて、振り返って東方向を見ると「大手石塁」がある/手前に説明坂がある





「大手石塁」は武田氏滅亡後に築かれたもので、その下層に武田氏の時代に築かれた
丸馬出の一部である「三日月堀」が発見されているという



正面が復元された武田氏館の正門である大手門を守るために築かれた総石垣の「大手石塁」/櫓や塀などの建物の基礎/左手が
「大手門跡」



　　　　　　そこで右手（東方向）を見たところ/説明坂がある





　　　大手門周辺ゾーンの右手が躑躅ヶ崎



　　「ａ」は上記の通り、「ｂ」～「ｄ」を見てみよう







　　これが「ｄ」の「厩跡」/ここにも説明坂がある





　　　　これは大手門周辺ゾーンを南側から北方向に見たところ



　　そこで右手を見ると土塁と説明坂がある



　　　ここが「ｂ」の「惣堀・土塁」



　　これは南側の土橋/ここが南側の虎口



　　　　　そこで左手に土塁を見たところ



　　　　土橋を渡って振り返って見たところ



　　　　そこで右手に惣堀を見たところ/前方（北方向）にも土橋がある/右手は「鍛冶小路」と呼ばれる古道



　　これがその北側の土橋/北側の虎口である/前方が石階段となっていて、ここが「ｃ」の「土橋・虎口石階段」



　　　　説明坂がある









　　これは少し北方向に進んで、南方向に「惣堀・土塁」を見たところ/前方は北側の土橋/左手が「鍛冶小路」



　　　　　これはそこで西方向に北側の「惣堀・土塁」を見たところ/前方の木々の中が武田神社（主郭部）



反対側から東方向に「惣堀・土塁」を見たところ



　　さて、正面が北側の土橋の先にある虎口石階段/正面前方に「大手石塁」が見える



　　　　　　北側の土橋上で南方向に「惣堀・土塁」を見たところ/前方は南側の土橋/左手が「鍛冶小路」



　　　　これは同じく土塁の内側で南方向を見たところ/手前に復元された北側虎口石階段が見て取れる



　　振り返ると土塁の手前に説明坂がある





　さて、その土塁の上を西方向に進んでみよう/土塁は前方で右手（北方向）に折れている



　　　これは土塁上で南西方向に大手門周辺ゾーンを見たところ/右端は「大手石塁」



　　　　　土塁の折れた先を見てみよう/土塁はここで消滅しているが惣堀は右手（北方向）に続いている



　　　　　　北方向に進むと、惣堀はこんな状態になっている



　　そこからもう少し北方向へ進んで振り返って南方向を見たところ/これが惣堀の名残り



　　さてもう一度、土塁上に登って東方向に「惣堀・土塁」を見たところ/右手前方に北側虎口石階段が見える



　　これはその土塁の内側で東方向を見たところ/右手前方に北側虎口石階段が見える



　　そこで北方向に折れている土塁を見たところ/左手は「大手石塁」



　　　　　　この先で土塁は消滅している



　　　　これは土塁の消滅している辺りから南東方向に大手門周辺ゾーンを見たところ/正面は「大手石塁」/右手が「大手門跡」



　さて、次は「西曲輪」を見てみよう/「中曲輪」西側の虎口から土橋を渡って「西曲輪」へと進もう/虎口の両サイドに石垣が残っている



　左手の石垣を見たところ



　右手の石垣を見たところ



　　正面が土塁の虎口の先にある土橋/右手に説明坂が立っている





　　そこから振り返って虎口方向を見たところ



　左手の石垣を見たところ



　右手の石垣を見たところ



土橋上で南方向を見たところ/水濠となっている



　　　　それを反対に南側から見たところ/正面前方奥が土橋



　　これは土橋上で北方向を見たところ/こちらも水量は僅かであるが水濠となっている



　　　　　　土橋を渡ってから振り返って虎口方向を見たところ



　　　　さて、これは「西曲輪」を東側から西方向に見たところ



　左手方向を見ると土塁のようなものが見える



　　右手を見ると何やら行われているようだ



　　　これは発掘調査



　　　　こんな塩梅



　　更に右手も発掘調査が行われていたようだ



　　　　　　さて、左手の土塁のようなものの所に行くと、そこは「西曲輪南側枡形虎口」であった/北側から南方向に見たところ



　　　右手を見たところ



　左手を見たところ/土塁の上に登る階段もある



　　土塁の上に登ってみる



　前方で左手に折れている



右手を見下ろしたところ/枡形虎口となっている



　　　　　虎口の土塁を見下ろしたところ



　　　　これは左手に折れた先の土塁/この先で止まっている



　　　　その先は先程の土橋の所の水濠



　　　　右手を見たところ/外濠が見える



　　さて、反対側（右手）の土塁にも上に登る階段がある/こちらも土塁は左手から右手（西方向）に折れて外濠に沿って続いている



　　その外濠に沿った外濠を見たところ/前方でまた右手に折れて北方向に続いている



　北方向（前方）へと続く土塁/右手が「西曲輪」



　　　　　　それでは土塁の上に登ってみよう/前方で右手（西方向）に折れている



　外濠に沿って西方向に折れた土塁を見たところ/前方でまた右手（北方向）に折れている



　　振り返って枡形虎口を見下ろしたところ



　　　　こんな塩梅



　　　さて、これは「西曲輪南側枡形虎口」を南方向に外濠を渡って振り返って「西曲輪」方向を見たところ



　　　　　　正面は外濠を渡る土橋/「みその橋」と云うそうだ



　　左手を見たところ/外濠は前方（西方向）で右手（北方向）に折れている/土塁もそれに沿っているわけだ



　　左手を見たところ/外濠は右手の方に続き、武田神社の神橋に至る/左手に折れている所は西と中の曲輪を繋ぐ土橋へと至る



　　　　枡形虎口を南側から見たところ



　そこで左手を見たところ



　同じく右手を見たところ



　　枡形内を見たところ



　　こで左手を見たところ



　同じく右手を見たところ



　　　　　　西側から東方向に見たところ



　　　　　　東側から西方向に見たところ



　　虎口を見たところ



　そこで左手を見たところ



　　同じく右手を見たところ

　　



　　　　　　振り返って左手を見たところ



　　同じく右手を見たところ



　　　さて、西側の外濠に沿った土塁上を北方向に進んでみよう



　　　　　　途中、右手の「西曲輪」を見下ろすと、ここでも発掘調査の形跡があった



　更に進むと土塁は右手（東方向）に折れている



　　　　東方向に折れて進む/右手が「西曲輪」/左手には先程からの外濠は見られない（埋められて消滅してしまったようだ）　



　　少し進むと土塁が止まっている/ここが「西曲輪北側枡形虎口」



　　右手を見たところ



　　　　　これはその虎口から南方向に「西曲輪」を見たところ



　　　　振り返って虎口方向を見たところ



　　南側から見た「西曲輪北側枡形虎口」



　　　　左手を見たところ/説明坂がある



　劣化していて良く読めない



　　　　　　右手を見たところ/この虎口に南門があったようだ



　　　枡形内部を見たところ/前方の虎口は少しずれていて喰い違い虎口となっている



　　左手を見たところ



　　右手を見たところ



　　　　その右手の土塁上に登ったところ



　　　左手の枡形虎口を見下ろしたところ/右手に土橋が見える



　その土橋を見たところ/両サイドは濠となっている/ここは北側の外濠が残っているようだ



　　　　　　土塁の右手（東方向）を見るとこちらにも濠がある



　　　　　　更に右手（南方向）を見たところ/この濠は西と中の曲輪を繋ぐ土橋に至る/右手が「西曲輪」



　　　これはその濠越しに「中曲輪」方向（東方向）を見たところ



下の濠を見下ろしたところ



　　　　　　この上は「中曲輪」の北西隅に当たる所で「天守台跡」の辺り/斜面に石垣の名残りが見える



　　アップで見たところ



　　　　　　さて、これは虎口から北方向に土橋を見たところ



　　土橋側から振り返って南方向を見たところ



左手を見たところ/こちらは石塁/説明坂がある





　　　右手を見たところ/こちらは土塁だったと云う/この虎口には北門があったようだ



　
　　　　これが土橋/北方向に見たところ



　　左手の濠を見たところ



　　右手の濠を見たところ
　



　　　　　これは土橋を渡って振り返って南方向を見たところ



さて、これは「西曲輪北側枡形虎口」から土橋を渡って進んだ所で、北方向を見たところ/前方一帯が「味噌曲輪」



　　その左手（北西方向）を見たところ/ここも「味噌曲輪」のエリア



　　　更に左手（西方向）を見たところ/この左手は外濠のライン/右手前方には土塁のようなマウンドがある



　　　　　近寄って見たところ/土塁の足元に石積みが見られる/右手前方にも石積みのような所が見える



　　　アップで見たところ/石垣の名残りか



　　これは右手（北東方向）を見たところ/ここも「味噌曲輪」のエリア



更に右手を見たところ/この右手は外濠のライン



　　　　　さて、「西曲輪」に戻ると、さまざまな石造物があった



　　　　武田菱と北斗七星の絵柄を持つ軍配が描かれた石碑



　　　こんなものも





　　　さて、ここは再び「西曲輪南側枡形虎口」に戻り、南方向を見たところで、この前方の一帯が「梅扇曲輪」のエリアとなっている



　　　右手から「梅扇曲輪」を廻ってみよう



　　　これは右手に進んで水濠の南西角から城塁を見たところ



　右手（東方向）を見たところ/水際の部分は石垣で保護された「腰巻石垣」となっている



　　　　　　左手（北方向）を見たところ



　　　これは北方向に水濠に沿って道路を進んだ所/ここまで来ると右手にある水濠は消滅してしまっている



　　ここから先程の「西曲輪北側枡形虎口」から土橋を渡って進んだ所に行けるようだ



　　　　ここは階段を上がって東方向に少し進んだ所で、右手が外濠のライン、左手は「味噌曲輪」の土塁



　　左手の土塁を見たところ/前方左奥の山に詰城である「要害山城跡」があるようだ



　　　さて、ここは「梅扇曲輪」の西側にある一寸した公園/前方に説明坂が立っている



　　　　　ところどころ細かい違いはあるが、先にあった説明坂の内容と同じようだ



　　　これは「梅扇曲輪」を南西隅から北東方向に見たところ/砂利の所が土塁のようだ



　　左手を見たところ



　　　　　右手を見たところ/水濠と土塁の感じが見て取れる



　　後を振り向くとさまざまな石造物があった



　　　南側から北方向に見たところ/前方の木々の中が武田神社



　　　　南東隅から北西方向に見たところ



　　　左手を見たところ



　　　右手を見たところ



　　フェンスの中を東側から西方向に見たところ



さて、ここは武田神社の北側に廻り、北東側から南西方向に見たところで、前方の木々の中が武田神社/手前の畑のエリアは
「御隠居曲輪」と思われる



ここは外濠の北東隅で、正面は一寸した公園/北西方向を見たところ



　　左手には外濠が見える



　　　　　　ここは御隠居曲輪南スポット公園と呼ばれるらしい



　　　その北側に道があり、看板があった





　　　これが「お屋形様の散歩道」/東側から西方向に見たところ



　　これはそこで右手を見たところで、ここが「御隠居曲輪」のエリア



　　　　　　さて、「お屋形様の散歩道」を西方向に進んでみよう/左手が武田神社



　　　　これは少し進んで左手を見たところで、この付近が東曲輪の北側の虎口があった所かもしれない



　　そこから右手方向を見た周辺は「無名曲輪」とされているエリアか



　　その右手のこのエリアもそうかもしれない



　　　更に西方向へ進む/左手は濠になっている/散歩道は前方で左手に折れている



　　　　左手に進む



　　　正面の木々の中が武田神社/散歩道は前方でまた右手（西方向）に折れている



　　　　　ここで左手を見ると先程の濠がある/水が佇んでいる/その右手は少し高くなっている/左手が今進んで来た散歩道



　　　　これがその少し高くなったマウンド/西側から東方向に見たところ/左手が濠



　　　　マウンドに上ってみると墓地となっているようだ/西側から東方向に見たところ



　　そのマウンドの先はここで下がっている



　　　そこで振り返って西方向を見たところ



　右手を見ると階段がある



　　　下りて行くと土橋のような状態になっている/両サイドは濠/この前方上は散歩道



　　左手の濠を見たところ



　　右手の濠を見たところ/水が佇んでいる



　　　さて、散歩道を更に西方向に進もう/この辺りは「稲荷曲輪」とされるエリアかも/左手は外濠のライン



　　　前方右手を見るとこのエリアは「味噌曲輪」/この少し先が既に行った「西曲輪北側枡形虎口」から土橋を渡って進んだ所



　　　　さて、次は周囲の家臣団の屋敷跡を見てみよう/ここは神橋近くにある穴山玄蕃頭信君の屋敷跡







　　発掘調査中のようだ



　ここは大手門周辺ゾーン　の南側にある高坂弾正忠昌信の屋敷跡







　　そこから北方向に大手門周辺ゾーンを見たところ/この付近では家臣団の屋敷跡も発掘されているようだ



　　さて、最後に武田信玄ゆかりの積翠寺を見てみよう/前方右手に説明坂が立っている





　　　　　右手は機山武田信玄公誕生之寺 と彫られた石碑



　　これは不動堂らしい/右手に説明坂、左手に石碑が立っている





　　　　「武田不動尊　信玄公像　毘沙門天」と刻まれた石碑



　不動堂の中には「寺宝 信玄公像」が鎮座する



　　アップで見たところ



さて、本堂の裏手に廻ると一寸した庭園がある



　　　　　　その右奥を見ると「信玄公産湯の井戸」があった





　　　これがその井戸



　　　境内にはさまざまな石造物があった



　　その背後を見ると前方に甲府市内が見える



　　　　　　これは境内の右手に見える武田氏の詰城の要害山城跡のある要害山
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